
物理系薬学部会総会
日時：平成27年3月26日(木)12:00～13:00
場所：N 会場 （神戸学院大学B号館105）

報告
１．平成26年度の活動報告
２．平成26年度の決算報告

議案
１．平成29・30年度部会長、若手世話人
２．平成27年度の部会役員
３．平成27年度の活動予定
４. 平成27年度の予算
５. 年会での物理系薬学部会シンポジウムの継続
６． 部会奨励賞規定の変更
７． 平成27年度学術集会の開催案内
８． その他



平成26年度の活動報告（１）

1．第1回拡大世話人会
2014.3.28 熊本大学工学部2号館3F 232号室

2．総会
2014.3.28 熊本大学工学部2号館3Ｆ 234号室

3．平成29・30年度部会長選挙
東大院薬 嶋田 一夫 先生

（郵便切手9,264円、送料11,406円、事務用品4,274円）

4．部会奨励賞の創設
国立循環器病研究センター研究所 天滿 敬 先生
徳島大学疾患プロテオゲノム研究センター 山本 武範 先生

5．メールマガジンの発行
物理系薬学部会ニュース［2］〜［7］

6．英文ホームページの準備
（アルバイト料52,800円、諸謝金・その他10,800円）



平成26年度の活動報告（2）

1．第24回金属の関与する生体関連反応シンポジウム(SRM2014)
2014年6月14・15日 京都薬大
実行委員長 安井 裕之（京都薬大） （+ 4,071円）

2．第12回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム
(PPF2014)

2014年7月14・15日 箱根高原ホテル
実行委員長 大澤 匡範（東大薬） （+ 4,032円）

3．第27回バイオメディカル分析科学シンポジウム(BMAS2014)
2014年８月20・21日 帝京大 板橋キャンパス
実行委員長 中込 和哉（帝京大薬） （+ 467,394円）

4．第8回物理系薬学の教育・研究を展望するシンポジウム
2014年8月20日 帝京大 板橋キャンパス
実行委員長 萩中 淳（武庫川女大薬）

5．第36回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム
2014年11月20・21日 徳島大学 大塚講堂、藤井節郎記念ホール
実行委員長 篠原 康雄（徳島大薬） （+ 3,221円）



平成29・30年度部会長

H21 ・ 22 佐治（無機・放射）--->H23 ・24 升島（分析）
--->H25 ・26 松崎（物理化学）--->H27 ・ 28 萩中（分析）
---> H29 ・30 嶋田（物理化学） --->H31 ・32 未定（無機・放射）

平成29・30年度部会長の選出方法

・教授職にある物理化学系会員から、選挙で選出する（ただし、
部会長経験者を除く）。

・候補者リストを送付ーーー＞1名に○



部会長・副部会長・部会世話人・若手世話人

１．世話人会は、部会長(議長)、副部会長、庶務幹事およびブロック推薦の世話人で
構成し、年度の各シンポジウムの実行委員長は拡大世話人として必要に応じて
参加する。

２．ブロック推薦の世話人は、北海道・東北（１）、関東（３）、北陸・東海（１）、近畿（２）、
中国・四国（１）、九州（１）の各地区および分野調整枠（１）から括弧内の数だけ
選出する。
ブロック推薦の世話人の後任は、前任者が所属のブロックの中から推薦するが、
推薦が無い場合は、部会長が推薦する。

３．世話人の任期は２年とする。ただし、ブロック推薦の世話人のうち、約半分を毎年
新メンバーとする。また、各シンポジウムの実行委員長の任期は1年とする。

４．フィジカル・ファーマフォーラム担当の数名の若手世話人をおく。
５．部会長：分析、物理化学、無機・放射（２巡で１回）の順で対応する。

任期は２年とする。
６．副部会長：各担当分野から原則選挙で選ばれた次次期部会長（次期副部会長）

候補者を世話人会で承認する。任期は２年とする。
７．副部会長は、次期部会長となる。



部会長: 萩中 淳（武庫川女大薬）
副部会長: 嶋田 一夫（東大薬）
庶務幹事： 安井 裕之（京都薬大）
ブロック選出世話人

北海道・東北 大江 知行（東北大薬・新）
関東 兎川 忠靖（明治薬科大） 船津 高志（東大薬） 嶋田 一夫（東大薬・新）
北陸・東海 上森 良男（北陸大薬）

近畿 小暮 健太朗（京都薬大・新） 前田 初男（兵庫医療大薬・新）
中国・四国 紙谷 浩之（広島大薬・新）

九州 大庭 義史（長崎国際大）
分野調整枠世話人（放射系）

飯田 靖彦（鈴鹿医療大薬・新）

拡大世話人
第25回金属の関与する生体関連反応シンポジウム： 中山 守雄（長崎大薬）
第28回バイオメディカル分析科学シンポジウム： 黒田 直敬（長崎大薬）
第37回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム： 大槻 純男（熊本大薬）
第13回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム：岸川 直哉（長崎大薬）

若手世話人

角田 誠（東大薬）、小野正博（京大薬）、轟木堅一郎（静岡県大薬）、大澤匡範（東大薬）、

岸川直哉（長崎大薬）、吉田卓也（阪大薬）、小川数馬（金沢大薬）

平成27年度 世話人会



１． 学術集会の開催

２． 研究委員会

・物理系薬学における研究活性化のためのサポート体制の構築

・部会奨励賞への対応

３． 教育委員会

・教科担当教員中央会議への対応
（第1回平成25年10月2日、第2回平成26年11月17日）

・物理系薬学教育に関する議論

４.  科研費、薬学研究奨励財団

＜ご要望は部会長まで＞

物理系薬学部会活動予定



1．物理系薬学部会シンポジウム
2015年3月26日 神戸学院大学
オーガナイザー 宇野 公之（阪大薬）、萩中 淳（武庫川女大薬）

2．第25回金属の関与する生体関連反応シンポジウム(SRM2015)
2015年5月30・31日 長崎大学 文教スカイホール 他
実行委員長 中山 守雄（長崎大薬）

3．第13回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム(PPF2015)
2015年8月20・21日 長崎ホテル清風
実行委員長 岸川 直哉（長崎大薬）

4．第28回バイオメディカル分析科学シンポジウム(BMAS2015)
2015年８月21・22日 長崎大学薬学部、学生支援棟
実行委員長 黒田 直敬（長崎大薬）

5．第37回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム
2015年11月19・20日 熊本大学薬学部大江キャンパス
実行委員長 大槻 純男（熊本大薬）

平成27年度 学術集会の開催・開催予定（日時順）



平成27年度 物理系薬学部会の予算

事業名

第13回 次世代を担う若手のための
フィジカル･ファーマフォーラム(PPF2014)

第25回 金属の関与する生体関連反応
シンポジウム

第28回 バイオメディカル分析科学
シンポジウム

第37回 生体膜と薬物の相互作用
シンポジウム

物理系薬学部会

合計

交付金

500

200

200

200

500

1,600

事業収入

1,320

885

3,250

1,450

0

6,905

収入
(合計）
1,820

1,085

3,450

1,650

500

8,505

支出
(合計）
1,820

1,085

3,450

1,650

500

8,505

単位：千円



物理系薬学部会シンポジウムの継続

・部会員が一堂に会し、研究・教育に関する情報を交換する場
（物理系薬学の教育・研究を展望するシンポジウムは解消）

・部会奨励賞の授賞式・受賞講演の場

・薬学会年会期間中に開催

・オーガナイザーは、年会の担当者および副部会長

（次年度は、本間 浩（北里大薬）と嶋田 一夫（東大薬））



平成27年度部会奨励賞

• 天滿 敬（国循セ研画診・室長）

「がんおよび動脈硬化の病態機能分析のためのイン

ビボ分子イメージングプローブの開発に関する研究」

• 山本武範（徳島大ゲノム研・講師）

「プロテオミクスによる分離分析技術と生化学的析を

応用したミトコンドリア研究」



部会奨励賞規程の変更

部会奨励賞を設け、毎年、若干名に授与する。応募資格は、下記の通
りとする。

・ 受賞年度の4月1日 に満38歳未満で、物理系薬学部会員でありかつ
3年以上継続して薬学会員である者。

・その業績の一部を、薬学会年会、薬学会支部大会あるいは物理系薬
学部会シンポジウムで発表した者。

・審査は書類審査とし、部会世話人（ただし、部会長および拡大世話人
を除く）が行い、部会長が承認する。

ただし、部会世話人が候補者と共同研究を行うなど利益関係にある
場合は、当該世話人は選考には加わらない。

・薬学会奨励賞受賞者および当該年度の薬学会奨励賞受賞候補者は
授賞対象から除外する。

・支部奨励賞を含む薬学会の各賞受賞者で、その授賞対象の主要部
分が同一の場合は授賞対象から除外する。



1．物理系薬学部会シンポジウム
2015年3月26日 神戸学院大学
オーガナイザー 宇野 公之（阪大薬）、萩中 淳（武庫川女大薬）

2．第25回金属の関与する生体関連反応シンポジウム(SRM2015)
2015年5月30・31日 長崎大学 文教スカイホール 他
実行委員長 中山 守雄（長崎大薬）

3．第13回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム(PPF2015)
2015年8月20・21日 長崎ホテル清風
実行委員長 岸川 直哉（長崎大薬）

4．第28回バイオメディカル分析科学シンポジウム(BMAS2015)
2015年８月21・22日 長崎大学薬学部、学生支援棟
実行委員長 黒田 直敬（長崎大薬）

5．第37回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム
2015年11月19・20日 熊本大学薬学部大江キャンパス
実行委員長 大槻 純男（熊本大薬）

平成27年度 学術集会の開催・開催予定（日時順）
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